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 1980 年代頃から全国的にアサリ漁獲量は減少してい

るが，愛知県では安定した漁獲量を維持している。１）そ

の要因の一つとして，三河湾に流入する豊川の河口干潟

（以下，六条潟）に高密度に発生するアサリ稚貝２）が，

漁業者により三河湾や伊勢湾のアサリ漁場に移植されて

いることが挙げられる。これにより，県内各地先に母貝

場が形成され，アサリ浮遊幼生の広範囲からの供給によ

り，六条潟を始めとして稚貝の発生が維持されている。

３）浮遊幼生の供給量や稚貝発生量に影響を及ぼすと考え

られる母貝の再生産力を評価するため，移植された地先

におけるアサリの成長と成熟をそれぞれ指標となる丸形

指数４）および肥満度５）について調査し，水温，クロロフ

ィル濃度により評価したので報告する。 

 調査は，六条潟への浮遊幼生供給源３）と考えられる東

幡豆地先（D.L.25cm）と吉田地先（D.L.40cm）の前浜干

潟で行った（図 1）。東幡豆地先では 2010 年 8 月～2012

年 9 月まで，吉田地先では 2011 年 1 月～2012 年 9 月ま

で毎月 1～2回，アサリを採取した。得られたアサリは，

殻長，殻高，殻幅，軟体部湿重量を測定し，丸型指数（殻

幅／殻長×100）および肥満度（軟体部湿重量(g)/（殻長

(mm)×殻高(mm)×殻幅(mm)）×100,000）を算出した。 

アサリの殻長は，東幡豆地先では 24.2～42.2mm（平均

±標準偏差：34.5±2.1mm），吉田地先では 30.3～44.0mm

（平均±標準偏差：35.6±2.1mm）であり，地点間に差は

見られなかった（Paired t-test，p＞0.05）。 

東幡豆地先と吉田地先における丸型指数の変化を図 2

に示した。2011年10月25日と2012年5月24日を除き，

東幡豆地先の丸形指数は吉田地先よりも有意に低く

（t-test，p＜0.05），東幡豆地先のアサリは丸みが弱い

平らな形状であった。殻長成長と殻幅には負の相関があ

り，成長が悪い場所のアサリは殻長に対して殻幅が相対

的に大きくなるダルマ型とよばれる形状を呈する６）とさ

れている。東幡豆地先のアサリは吉田地先のアサリより

丸みは弱く平らな形状であったことから，東幡豆地先は

吉田地先よりも成長が良好な場所であることが示唆され

た。
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図 1 調査地点 
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2010年 8月- 9月 30.2 ±1.3 30.6 ±1.7
*

2011年 1月- 3月 7.0 ±1.7 7.8 ±1.8
*

9月-11月 19.9 ±2.5
*

19.7 ±2.7

2012年 4月- 7月 21.7 ±3.6 21.9 ±3.3
*

（n=11082） （n=10616）

（n=7809） （n=6169）

（n=7806） （n=7154）

測定期間 東幡豆 吉田

（n=3820） （n=3573）

表 測定期間における平均水温（℃） 

水温（℃）は平均値±標準偏差を示す。

*:p<0.01 (t-test)  

東幡豆地先と吉田地先における肥満度の変化を図 3に

示した。2010 年には，東幡豆地先の肥満度は 8月の 17.4

から低下し，11 月には 10.9 となり，その後上昇した。

2011 年には，東幡豆地先と吉田地先の肥満度は 1月（東

幡豆 17.0，吉田 11.1）から上昇し，吉田地先では 3月に

17.3，東幡豆地先では 4月に 24.1 とそれぞれピークとな

って以降低下した。6～8月には両地点ともに一旦低下が

止まったものの，9月から再び低下して吉田地先では 10

月に 9.0，東幡豆地先では 11 月に 13.6 とそれぞれ最低

となった。これ以降，両地点ともに肥満度は上昇し，東

幡豆地先では 3 月に 21.4，吉田地先では 4 月に 16.5 と

それぞれピークとなった。その後，5～7 月に 2011 年と

同様に一旦低下が止まったものの，8 月以降再び低下し

た。肥満度のピーク時期，最低時期に東幡豆地先と吉田 

地先にはやや差は認められたものの，肥満度の季節変化

はほぼ一致していた。すなわち，肥満度は秋から上昇し，

3～4月に最も高くなり，その後，低下して 10～11 月に

最も低くなるという変動を示した。なお，各月の肥満度

は 2012 年 8月を除き，東幡豆地先は吉田地先よりも有意

に高く（t-test，p＜0.01），東幡豆地先は吉田地先より

も成熟度合いが高い場所であることが示唆された。 

アサリの成長や成熟には水温５，７．８）や餌料環境９．１０）

が密接に関係しており，餌料環境を示す指標としてクロ

ロフィル濃度が用いられている。１１）そこで，2010 年 8

～9月，2011 年 1～3月，同年 9～11 月，2012 年 4～7月

に各調査地点の底上 25cm にワイパー式クロロフィル濁

度計（INFINITY-CLW，JFE アドバンテック社製）を設置

し，水温およびクロロフィル濃度（μg／L）を 10分間隔

で測定した。平均水温を表に，クロロフィル濃度の平均

値を図 4に示した。 

調査期間中の水温は調査地点間で 0.2～0.8℃の差が

あった（t-test，p＜0.01）。成長や成熟と水温の関係は

水温 6～25℃の範囲で正の相関があるとされている。５，

７．８）すなわち，6～25℃の水温帯では水温が高い方が丸

形指数は低く，肥満度は高くなる。2011 年 9～11月にお

いては東幡豆地先の平均水温は吉田地先よりも高いこと

から，丸形指数を低下させ，肥満度を高める水温であっ

たと考えられた。しかしながら，2011 年 1～3 月，2012

年 4～7月における吉田地先の平均水温は，東幡豆地先の

平均水温よりも高かったにもかかわらず，丸形指数は高

く，肥満度は低かった。このことから，両調査地点の丸

形指数や肥満度には水温よりも他の要因が影響している

と推察された。 

クロロフィル濃度は，2010 年 8～9月および 2011 年 1

～3 月において東幡豆地先の平均値は吉田地先よりも高

く（Mann-Whitney’s U-test，p＜0.01），2011 年 9～11

月および 2012 年 4～7月において吉田地先の平均値が東

幡豆地先よりも高かった（Mann-Whitney’s U-test，p

＜0.01）。餌料量は肥満度に影響する１１）とされることか

ら，両調査地点で餌料環境を評価できるクロロフィル濃

度と肥満度を比較した。三河湾におけるアサリの産卵盛

期は 4～5月（松本ら，未発表）とされており，産卵前の

1 ～3 月は卵および精子形成にとって重要な時期と考え

られる。2011 年 1 ～3月の東幡豆地先におけるクロロフ

ィル濃度の平均値は吉田地先の約 2倍あり，肥満度も高 

図 2 丸型指数の変動 

東幡豆は平均値－標準偏差， 

吉田は平均値＋標準偏差を示す。
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図 3 肥満度の変動  

平均値±標準偏差を示す。  
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かったことから，東幡豆地先は吉田地先よりも再生産力

を高める餌料環境にあったと思われた。しかしながら，

2011 年 9～11 月，2012 年 4～7月には吉田地先における

クロロフィル濃度の平均値は東幡豆地先の 2倍以上であ

った。特に，2012 年 4～7月には吉田地先の水温は高く，

クロロフィル濃度も高かったが，肥満度は東幡豆地先よ

りも低かった。これらの結果から，肥満度にはクロロフ

ィル濃度に加え，流動環境，植物プランクトンの種組成

などの影響も考えられ，今後はこれらについても検討し

ていく必要がある。 
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図 4 調査期間中におけるクロロフィル濃度 

平均±標準偏差を示す。*:p<0.01 

(Mann-Whitney’s U-test)   
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